


東
明
八
幡
神
社

東
明
の
だ
ん
じ
り
は
、
前
後
幕
も
新
調
し
念
願

の
神
戸
型
だ
ん
じ
り
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
考
え
方
は
「
だ
ん
じ
り
に
参
加
し
て
い

る
人
」
「
見
て
い
る
人
」
「
裏
方
の
人
」
す
べ

て
の
人
々
が
「
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
お
祭
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
毎
年
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。

地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
た
「
お
祭
り
」
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

弓
弦
羽
神
社

昭
和
３
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調
さ
れ
ま
し

た
。
神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛
け
る
彫
師
開
正

藤
の
自
信
作
で
す
。
黒
檀
を
多
用
し
た
見
た

目
以
上
に
重
量
の
あ
る
地
車
で
す
が
彫
物
の

精
緻
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
地
車

が
停
ま
っ
て
い
る
時
に
で
も
是
非
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。
ま
た
弓
弦
羽
神
社
で
は
重
量
感
あ

ふ
れ
る
宮
入
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 弓

弦
羽
神
社

中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、
女
屋
根
の
破
風

全
体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺
金

具
。
ま
た
、
彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻
「
川
原
啓

秀
」
作
の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、
阿
吽
の
麒
麟
、
泥
幕

の
後
に
は
「
加
藤
清
正
虎
退
治
」
が
観
音
開
き
の
細

工
を
取
り
入
れ
、
欅
一
枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
の
名
工
「
梶
内
嘉
三
、
純
治
」
作
の
純
金
糸
を

使
用
し
た
豪
華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩
な
細
工
が
満

載
で
す
。
5
月
3
日
地
車
巡
行
、
4
日
宮
入
に
は
是

非
中
之
町
地
車
を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場
の
地
車
は
、約
130
年
前
に
住
ん
で
い
た
御

影
の
大
地
主
、奥
田
栄
吉
が
町
の
た
め
に
淡
路

よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自
分
の
母
屋
に
住
ま
わ

せ
御
影
の
浜
で
作
ら
せ
た
も
の
で
す
。特
徴
と

し
て
屋
根
の
上
で
の
舞
が
独
自
で
す
。こ
れ
は

花
広
さ
ん
が
昭
和
30
年
頃
よ
り
、は
じ
め
ら
れ

た
の
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

紙
吹
雪
・
蜘
蛛
の
糸
な
ど
華
麗
な
舞
を
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

大
工
棟
梁
　
泉
州
岸
和
田
　
𠮷
為
工
務
店
　
𠮷
野
寿
久

彫
刻
は
、
同
じ
く
岸
和
田
　
木
下
彫
刻
工
芸

飾
幕
は
、
愛
媛
　
新
居
浜
の
金
鱗

錺 

金
具
は
、
京
都
　
森
本 

錺 

金
具
製
作
所

2
0
2
0
年
、
当
地
区
三
代
目
と
な
る
新
調
地
車
の
完
成
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
先
代
地
車
を
継
承
し
た
純
神
戸

型
の
神
楽
造
り
。
破
風
の
曲
線
美
、
桁
や
鳥
衾
、
箱
棟
に
も

使
用
し
た
黒
檀
と
欅
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

精
巧
か
つ
躍
動
感
の
あ
る
彫
刻
は
、
題
材
に
も
熟
慮
を
重

ね
、
地
元
に
ち
な
ん
だ
説
話
や
、
後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
教

訓
も
多
数
取
り
入
れ
ま
し
た
。
鬼
板
獅
噛

み
に
は
木
下
健
司
の
銘
。

睨
み
合
う
金
の
鱗
の
珠
取
龍
と
、
見
送
り

に
は
後
醍
醐
天
皇
兵
庫
出
迎
え
、
動
と
静

の
飾
幕
。

落
ち
着
い
た
金
色
と
寸
分
狂
い
な
い
鏨
痕

の
錺
金
具
は
一
見
の
価
値
あ
り
。

我
々
の
悲
願
と
夢
が
、
匠
の
技
と
心
意
気

に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
た
だ
ん

じ
り
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
町
の
宝
の
誕
生
を
祝
し
、
歓

喜
の
思
い
と
と
も
に
、
加
賀 

浅
野
の
三
尺

太
鼓
を
轟
か
せ
弓
弦
羽
の
宮
へ
参
詣
い
た

し
ま
す
。

　

弓
弦
羽
神
社

私
た
ち
西
御
影
は
「
華
麗
に
」「
優
雅
に
」「
全

力
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
日
々
努
力
を
積
み
重

ね
て
参
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
慣
習
を
後
世
へ

継
承
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
風
を
取
り
込
み
、

50
年
後
、
100
年
後
も
地
域
で
愛
さ
れ
る
祭
り
を

続
け
る
べ
く
、
今
も
な
お
進
化
を
続
け
て
い
ま

す
。

「
世
代
を
超
え
た
絆
」
で
結
ば
れ
た
力
強
い
練

り
廻
し
に
、
皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

綱
敷
天
満
神
社

上
石
屋
の
地
車
は
、
昭
和
58
年
4
月
に
大
工
・
有

居
孝
充
、
彫
師
・
甲
良
丈
の
手
に
よ
り
子
供
地
車

と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材
木
店
に
て
誕
生
。
そ

の
あ
と
後
の
飾
幕
を
大
鼓
正
に
て
、
前
の
飾
幕
を

絹
光
工
房
に
て
新
調
、
又
高
さ
を
約
30
セ
ン
チ
大

き
く
す
る
。
更
に
令
和
二
年
に
コ
マ
を
新
調
す
る

と
共
に
、
装
飾
を
刷
新
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

綱
敷
天
満
神
社
祭
に
町
内
を
巡
行
。
上
石
屋
の
地

車
は
子
供
が
お
は
や
し
を
た
た
き
屋
根
で
踊
り
ま

す
の
で
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

浜
石
屋
地
区
は
、阪
神
石
屋
川
駅
を
中
心
に
海

手
か
ら
国
道
２
号
線
ま
で
の
地
域
で
す
。５
月

の
祭
礼
に
は
、鮮
や
か
な
緑
に
赤
の
梅
鉢
紋
が

映
え
る
装
束
に
身
を
や
つ
し
て
勇
壮
に
宮
入
を

行
い
ま
す
。

一
昨
年
、半
世
紀
ぶ
り
に
地
車
小
屋
を
新
調
し

初
の
巡
行
で
す
。コ
ロ
ナ
退
散
の
願
い
も
込
め

て
気
持
ち
新
た
に
巡
行
い
た
し
ま
す
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影
地
区
は
、阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
JR
ま
で
の
中

町
１
〜
４
丁
目
で
あ
り
、
提
灯
の「
柳
」の
名
は
、そ
の

昔
町
内
を
流
れ
て
い
た
「
柳
川
」
に
由
来
す
る
旧
地
名

を
屋
号
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
名
工
大
佐
に
よ
り
造
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
、
幾
度
の
改
修
を
重
ね
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
華
美
過
ぎ
ず
白
木
を
活
か
し
た
落

ち
着
い
た
造
り
で
、
飾
幕
を
求
め
な
い
正
面
数
体
の
龍

の
彫
物
が
特
徴
で
す
。

今
年
も
町
内
若
衆
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
や
り
遂
げ

る
、活
気
あ
ふ
れ
る
祭
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
彫
師
、
彫
寅

こ
と
北
野
寅
蔵
の
手
に
よ
る
自
慢
の
地
車
で
す
。

弓
弦
羽
神
社
の
宮
本
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ
て
役

員
・
若
中
・
婦
人
部
、
ま
た
地
域
力
を
合
わ
せ
て
地

車
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
「
郡
家
伝
統
文
化
会
館
」
も
完
成

し
、
さ
ら
な
る
気
持
ち
で
こ
の
伝
統
あ
る
祭
り
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

深
く
広
が
る
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や
鐘
の
響
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

そ
の
昔
、遡
る
こ
と
162
年
。
摂
津
の
國
御
影
村
に
生
ま
れ
た
教

育
者
、世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る『
嘉
納
治
五
郎
』は
東
之

町
が
生
誕
の
地
。
当
時
も
目
に
し
た
郡
家
の
宮
の
だ
ん
じ
り

祭
。
形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意
気
は
先
人
譲
り
。
奇
し
く
も

治
五
郎
没
後
84
年
の
命
日
は
、5
月
4
日
の
本
祭
り
。
意
気
と

粋
が
絡
み
合
う
て
の
此
の
祭
り
。

一
に
氏
神
、二
に
氏
子
、三
、四
が
無
く
て
五
に
地
車
。こ
う
し

て
祭
が
出
来
る
の
も
、先
人
達
の
苦
労
の
お
陰
。

御
影
の
空
に
轟
き
渡
り
、天
高
く
舞
う
祭
の
息
吹
。
老
い
も
若

き
も
一つ
に
な
り
て
、感
謝
の
気
持
ち
と
、商
売
繁
盛
・
町
内
安

全
を
祈
願
し
て
、東
之
町
の
宮
入
り
で
す
。

ひがし の ちょう なかみかげ

ぐんげ

にしのちょう なかのちょう

ゆんば

うえいしや

はまいしや

にしみかげ

とうみょう

ひらの

令和四年十月九日（日）

東灘区制70周年記念 だんじり巡行

　2年前から新型コロナの影響で延期しておりました「東灘区制70周年記
念だんじり巡行」ですが、表題の通り開催日が決定いたしました。今後、行
事の詳細は「東灘だんじり会のホームページ」等でお知らせしてまいりま
す。今しばらく、楽しみにお待ちください。
　東灘区は「だんじりの町東灘」と標榜されるように、御影地区、住吉地
区、本山地区、本庄・魚崎地区と総勢32台のだんじりが点在しております。
伝統文化であるだんじりを用いた祝賀行事を区民の皆様と安心・安全で盛
大にできるよう、東灘だんじり会始め、関係各団体と協力して進めてまいり
ます。皆様のご理解とご協力を頂きますようお願いいたします。

※巡行予定は変更になる場合があります。

新型コロナウイルス感染拡大防止の取組みについて ①マスクの着用お願い　②観覧者同士の接触、大声での会話はお控えください。③身体的距離の確保
④体調管理のお願い（風邪のような症状がありましたら来場はお控えください）⑤開催中の飲食はお控えください。

私たちは「御影だんじり」を応援しています。私たちは「御影だんじり」を応援しています。
二〇二二年二〇二二年

公益財団法人

神戸市東灘区御影石町 2-21-21
TEL:078-842-4722

不動産の事なら、御影市場内

（株）ウッドワークホーム
TEL:078-854-5515

TEL.078-846-1308

カラオケ喫茶
スナック

カラオケ・喫茶 /  13 時～16 時（土・日・祝  休み）

東灘区御影本町 4丁目12-7　TEL（078）854-0499
スナック　　　/  18 時 30 分～23 時 30 分（日・祝  休み）

横田宝福
神戸市中央区港島中町7-7-7
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